
指定管理施設（ふれあいセンター姫）事業評価表
南姫老人福祉センター事業分

H24
年度

H25
年度

パソコン教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

初級コース 10 48 毎週火曜日 48 522 48 455

48 － － － － 48 522 48 455

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

編物教室 15 24
第1･3木曜
日

24 108 24 282

なつメロの会 20 24
第1･2水曜
日

24 495 24 451

習字教室 15 24
第2木曜・第
4水曜日

24 299 24 328

絵手紙教室 10 12 第4木曜日 12 108 12 105

お茶会 10 12 第3水曜日 12 49 12 69

ペン習字教室 15 12 第1月曜日 12 161 12 177

折り紙教室 10 6 偶数月 6 66 9 73

園芸教室 20 4 4・8・12・2月 4 49 3 59

干支作り ー 1 11月 1 19 1 14

119 － － － － 119 1,354 121 1,558

167 － － － － 167 1,876 169 2,013 －

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

い
き
が
い
づ
く
り

、
教
養
講
座
運
営
事
業

4 4

 受講者の足並みが揃い、初級コースであって
もどんどんレベルアップし、講座終了時には応
用編にまで行くことが出来た。いきがいづくりとして就業

や生活に役立つ技術を
身につけてゆく。

小計

4 4

 編物教室は、クラブが統合され教室と一緒に
なったこともあり、ベテランの方が多くなり初心
者の方に教えるなどいい関係になっている。

　なつメロの会は、とても人気の教室でクラブ
もあるが、両方かけもちで入っている人も多
い。

　習字教室は、継続されている方が多く皆さん
熱心で、常に前向きに参加されている。

　絵手紙教室は、時間一杯使われて2～3枚
は描かれている。集中力がものすごい。

　お茶会は、人数的には少ないが少ないだけ
に、内容が充実している。

　ペン習字は、こつこつと練習を重ねて、確実
に皆さん上達している。

　折り紙教室は、作る作品が難しかったことも
あり、初めは人数が多かったが次第に少なく
なり同じ人達しか来なくなった。26年度は先生
の都合で1年休みになるが、再開した時には
作品の難度や開催月を毎月にするなど考慮し
たい。

　干支作りは毎年その年の干支を作り、一回
りするまで続ける。

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

計

1
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H24
年度

H25
年度

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

健康体操教室 30 24
第2・4月曜
日

24 788 24 979

らくらく体操教室 20 24
第1・3火曜
日

－ ー 24 400

ダンベル体操教室 20 24
第2・4木曜
日

24 508 24 406

ヨガ教室 15 12 第1火曜日 12 145 12 132

フラダンス教室 15 24
第1・3木曜
日

24 268 24 207

健康タオル体操教室 10 12 第3金曜日 12 138 12 172

卓球クラブ ー 24
第2・4金曜
日

24 202 24 211

頭の体操教室 10 12 第3月曜日 12 121 12 215

らくらく筋力アップ体操 20 12 第4火曜日 12 229 12 193

健康教室 ー 2 6月・10月 2 62 2 41

170 － － － － 146 2,461 170 2,956

その他の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

男の料理教室 20 1 第2金曜日 12 157 12 149

楽しい料理作り 20 1 第4金曜日 12 99 12 139

2 － － － － 24 256 24 288

172 － － － － 170 2717 194 3244 －計

小計

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況

4

 　男の料理教室では、包丁を握った事のない
人がこの一年でとても成長され、ベテランの方
に交じって作業をこなしてみえるのはとてもい
い成果だと思う。 女性の方も仲間と楽しく料
理され、改めて知る栄養の価値などもあり向
上されている。

仲間と楽しく料理作りを
行うことによって、料理と
栄養に関する知識の向
上を目指す。

1

取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

自
立
生
活
維
持
支
援
事
業

4 5

　健康体操教室は、参加人数が一番多い教
室である。先生の意向で入りたい人は、いつ
でも入ってもらっている。体操と言っても踊り
が中心で、皆さん楽しんで参加され出席率も
高い。

　運動系の教室は常に人気で、入れない方も
多いのでらくらく体操教室を新たに増やした。
介護予防教室の卒業者の受け皿としても活用
する。らくらく体操やダンベル体操の人数を増
やそうと思っても、場所の確保が問題である。

　フラダンス教室は、このまま人数が減った場
合クラブの方へ移行してもらう。

　卓球クラブは、順調に人数が増え活気も増
してきた。児童センターとの卓球大会を楽しみ
にしている。

　頭の体操教室は、認知症防止のため来られ
る方が多くこれからも増えそうである。その時
は教室の場所の変更なども考えたい。

　らくらく筋力アップ体操（市主催）は、参加者
が少ないのでもっと声掛けしていく。

各種運動を通じて、健康
増進や体力作りを行うこ
とによって、自立した生
活が維持できることを目
指す。

小計

項目

4

区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価
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H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

各種イベント 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

卓球大会 ー ー
8月1日
3月28日

3 90 2 35

夏祭り ー ー
8月21・22・
23日

1 256 1 218

五平餅作り ー ー 10月9日 1 20 1 20

姫祭り ー ー 11月2日 1 341 1 233

花餅作り ー ー 12月6日 1 47 1 28

節分会 ー ー 1月31日 1 29 1 13

お花見 ー ー 4月3日 1 43 1 26

こけ玉作り ー ー 6月11日 1 19 1 25

デイサービス交流 ー ー 6月25日 1 61 1 69

七夕飾り ー ー
7月1日～8
日

1 144 1 153

折り紙教室 ー ー 7月31日 1 17 1 5

作品展 ー ー
11月2日～8
日

1 276 1 108

笑いのヨガ ー ー 11月29日 1 21 1 14

しめ縄作り ー ー 12月10日 1 45 1 36

0 － － － － 16 1,409 15 983

0 － － － － 16 1409 15 983 －

 　　　　　　　

計

多
世
代
交
流
事
業

4 4

　卓球大会は、卓球クラブの方の参加がほと
んどだが、楽しみにしている。中には手加減
が出来ないから参加するのはやめるというか
たもみえるが、少数である。
　夏祭りは、暑い時期で夏休みであることか
ら、3日間の人数確保が難しい。1日だけだと
集中して集まれると思うので検討したい。
　五平餅作りは、児童・老人ともちょうどよい人
数が集まった。
　姫祭りは、この時期に他の地域の事業やイ
ベントが重なり、児童の数が減った。
　お花見は、2年続けて雨に降られ残念だっ
た。そのせいか参加人数が減ってしまった。
　こけ玉作りは、老人センターでは大人気であ
る。児童センターの参加を増やしたいので、次
回からやり方を考えたい。
　デイサービス交流は、健康体操教室の踊り
の練習成果の披露で、デイサービスの皆さん
には喜んで見て頂いている。一緒に参加でき
る方は輪の中に入って踊られている。教室の
皆さんの励みにもなるので、続けていきたい。
　作品展は、毎年同じように進めており定期的
に参加される方も多いが、新規の方や時々参
加される方に、声掛けを多くして行きたい。
　多世代交流では、姫地域でも子どもの数が
減ってきており、児童センターのお母さん方の
参加が少なくどうしたら参加してもらえるかが
課題。少人数の参加であっても大切な交流事
業であるので、内容をよく検討し、広報や情報
提供を積極的に行い、参加を増やして行きた
い。

子ども・高齢者等誰もが
参加できるような事業を
開催し、多世代交流や利
用者間交流を図る。

小計

1
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H24
年度

H25
年度

出前教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

松風台公民館 ー ー 5月11日 1 9 1 11

白山集会所 ー ー
6月11日
9月10日

2 31 2 32

国京公民館 ー ー
7/25 9/26
2/27 3/27

2 14 4 28

姫町集会所 ー ー 7月11日 1 15 1 14

根本集会所 ー ー
7月18日
9月19日

2 31 2 43

北丘集会所 ー ー
偶数月
第2木曜日

5 64 5 37

北小木集会所 ー ー 第1金曜日 12 111 12 65

小瀧集会所 ー ー 7月3日 ー ー 1 10

希望ヶ丘集会所 ー ー 2月7日 ー ー 1 9

旭ヶ丘集会所 ー ー 12月7日 1 9

0 － － － － 26 284 29 249

0 － － － － 26 284 29 249 －

各種 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

マッサージ ー ー ー 250 233

ヘルストロン ー ー ー 2,272 1,796

健康相談 ー ー ー 55 79

年末交流 ー ー ー 30 32

0 － － － － 0 2,607 0 2,140

0 － － － － 0 2607 0 2140 －

各種 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

やぶちゃんと作っちゃおう 20 9 第4水曜日 ー ー 8 138

9 － － － － 0 0 8 138

9 － － － － 0 0 8 138 －

計

　自由に集まれるサロン支援のきっかけ作り
のため初めて開催した事業、今まで老人セン
ターを利用していなかった方も気楽に参加でき
ることから、仲間づくり生きがいづくりとなり継
続中。
　老人クラブのない地域であるため、センター
利用者や出前講座などを利用し誰もが自由に
参加できる「ひまわりサロン」をＰＲ。

 マッサージやヘルストロンは、高齢の為教室
に参加できない方がほとんどだったため、けが
や病気で来れなくなったりで、人数が減ってし
まった。26年度は新しいマッサージ機も入るの
で、いろいろな年齢層に声掛けし健康保持に
役立ててもらいたい。

　年末交流は、自分たちの使用した教室をき
れいにすることで、来年も頑張ろうと言う気持
ちを促したい。

誰もが自由に訪れ、憩
い、楽しめる空間づくり、
仲間づくりができる場を
提供する。

小計

計

平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

地
域
交
流
事
業

4 4

 北小木は姫駅から車で20分の山間部にあり
交通の便も悪く、住民の高齢化が進んでいる。
毎月移動老人センターで出向いて行くととても
喜ばれる。内容も簡単に行えるものを用意し、
楽しく過ごせるようにしている。

　新興住宅地であった団地も高齢化してきて
おり、小瀧や希望ヶ丘などから声がかかった
ので出向いた。

身近な地域で健康講座
や季節行事を行い、地域
の仲間づくりや閉じこもり
の予防をする。

小計

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況

1

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
支
援

1

4地域の方が自由に集ま
れるサロンを支援

小計

個
人
利
用

1

4 4

計
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H24
年度

H25
年度

介護予防教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

のびのび教室 ー 43 毎週月曜日 44 453 43 321

43 － － － － 44 453 43 321

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

パソコンクラブ（Ｂ） ー 24
第1･3月曜
日

24 191 24 168

パソコンクラブ（Ｃ） ー 24
第1・3火曜
日

24 175 24 164

土曜のパソコン ー 24
第2・4土曜
日

24 100 24 86

なつメロクラブ ー 12 第1金曜日 10 277 12 230

囲碁クラブ ー 51 毎週木曜日 51 342 51 308

手芸クラブ ー 48
第2・4月
曜、木曜日

48 555 48 541

編物クラブ ー 12 第1金曜日 12 91 ー ー

195 － － － － 193 1,731 183 1,497

238 － － － － 237 2184 226 1818 －

 　　　　　　　「年度評価欄」は、次の内容で記入。　１：取消等を検討、２：不備が目立つ、３：若干不備あり、４：良好、５：期待以上

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。

2

計

5 4

　サークルでは、なつメロクラブや手芸クラブ
が人気である。どのクラブでもそうだが、先生
の面倒見がよく丁寧に教えて下さるので、安
心できる。

いきがいづくりとしてサー
クル活動をサポートす
る。

小計

独
自
事
業

平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

4 5

 　会場の広さにより、定員を増やすのは難し
い。　　　1年を通してみていると、皆さんの成
長が嬉しい。要介護状態となることを

予防し、運動器の機能低
下の防止・向上すること
を目的とする。

小計

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況

12



南姫児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児クラブ 乳幼児 696 乳幼児 980

小学生 小学生 1

中高生 中高生 0

大人 706 大人 905

自由参加型事業 乳幼児 230 乳幼児 182

小学生 3 小学生 0

中高生 17 中高生 10

大人 307 大人 201

母親クラブの育成と支援 乳幼児 37 乳幼児 77

小学生 27 小学生 26

中高生 3 中高生 3

大人 56 大人 112

乳幼児 963 乳幼児 1239

小学生 30 小学生 27

中高生 20 中高生 13

大人 1069 大人 1218

①

②

③

ベビークラブ
ぴよぴよクラブ
ちびっこクラブ
キンダークラブ
えいごであそぼう

具体的内容

小計

幼児おはなしなあに
こどもランド、
ちゃぷちゃぷプール
幼児親子クッキング
幼児親子映画会

母親クラブ

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

113 113

13

・母親同士連携をとり、子育て支援の場として
互いの交流を図ることができた。月1回程度の
交流ではあるが、目的を持った活動を行い、
それを支援することができた。

4 4

68 73

・後期に新規事業として「えいごであそぼう」を
新設した。市内在住のアメリカ人の方を講師と
して本場の英語にふれながら楽しく遊ぶことが
できた。乳幼児クラブのアンケートの結果か
ら、楽しんでクラブに参加していただけた様子
がうかがえた。

おはなしなあに
こどもランド
月１回
ちゃぷちゃぷ
プール…夏季
クッキング
２～３ヶ月に１回
映画会…年３回

37 27

・自由参加の行事ではクラブに参加していない
親子、校区外からの参加も見られた。特に、思
い出の缶バッチ作り、クッキングなど親子連れ
で賑わった。

月2回程度
月１回程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢ご
との集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

月1回程度 8

実施日

年度評価

H24
年度

平成25年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

※２５年度から、事業参加人数を仕様書項目で重複して数えないように統一したため、平成２４年度の人数と単純比較はできません。

項目
区
分 H25

年度

平成24年度の実施状況

3



具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

平成25年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分 H25

年度

平成24年度の実施状況

小学生クラブ 乳幼児 3 乳幼児 1

小学生 592 小学生 395

中高生 2 中高生 0

大人 10 大人 20

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 7 乳幼児 8

小学生 948 小学生 648

中高生 27 中高生 27

大人 66 大人 37

季節事業 乳幼児 6 乳幼児 2

小学生 86 小学生 85

中高生 中高生 6

大人 19 大人 19

乳幼児 16 乳幼児 11

小学生 1626 小学生 1128

中高生 29 中高生 33

大人 95 大人 76

多世代間交流 乳幼児 83 乳幼児 70

小学生 247 小学生 158

中高生 23 中高生 28

大人 688 大人 498

乳幼児 83 乳幼児 70

小学生 247 小学生 158

中高生 23 中高生 28

大人 688 大人 498

一輪車クラブ
子どもスタッフ
ハンドベルクラブ
チャレンジクラブ

②

おはなしなあに、新1年生集まれ
小学生映画会、科学工作
おまわりさんの話を聞こう
デコレーション工作、ランチ作り
運動遊びをしよう、みんなであそぼう

③

母の日プレゼント
父の日プレゼント
流しそうめん大会
クリスマス会
バレンタインチョコ作り

①

①

デイサービス交流、敬老会
ミニ運動会、ハロウィンパー
ティー、七夕会、クリスマス会
こけ玉作り、和紙で作っちゃおう
ふれあい卓球大会、五平もち作り
ふれあいセンター姫まつり
笑いのヨガ、花もち作り
しめ縄作り、節分会

小計

多
世
代
間
交
流
事
業

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

小計

1

1

25 18

月1回、9/21
10/4、10/19
6/29、12/7、
6/11、7/31
3/28、10/8

11/2
11/29、12/6
12/10、1/31

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

4 4

137 136

・複合施設である利点を活かし、デイサービス
の利用者、老人センターの利用者と交流を
図った。なかでも、デイサービスの利用者と乳
幼児親子との交流は、高齢者がたいそう喜ば
れ、癒されている様子も見られ、微笑ましく感
じられた。

4

・プレゼント作りでは、講師を地域の方に依頼
したことにより、行事を通して顔見知りとなり、
子ども達も気軽に要望（やってみたいこと）を
直接伝えることができ、相乗効果を得ることが
できた。今後、子ども達の見守り、地域の繋が
りなど期待ができる。

4 4

50 47

月1回、4/3
、8/9、8/16
8/2、8/16
月3回程度、
月4回程度

80 85

・クッキングでは低学年から高学年と大勢の子
ども達が参加してくれた。特に長期休みは学
童保育とコラボレーションをして、デコカレー作
りを行い、協力しあって子ども達のそれぞれ個
性が出たカレーライスの作品ができた。

月2回程度
月１回程度

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

4/27
6/8
7/25
2/1

7

・小学生クラブは地域のお祭りに参加したり、
施設に慰問へ出かけるなど、子ども達が地域
で活躍ができ、やりがいを感じる事ができ達成
感をあじわえたことが大きな効果であった。

1825

4



具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

平成25年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分 H25

年度

平成24年度の実施状況

一般対象 乳幼児 43 乳幼児 11

小学生 333 小学生 213

中高生 3 中高生 0

大人 89 大人 28

乳幼児 43 乳幼児 11

小学生 333 小学生 213

中高生 3 中高生 0

大人 89 大人 28

子どもボランティア 乳幼児 1 乳幼児 13

小学生 263 小学生 242

中高生 14 中高生 27

大人 5 大人 22

乳幼児 1 乳幼児 13

小学生 263 小学生 242

中高生 14 中高生 27

大人 5 大人 22

ラキューで遊ぼう、作っちゃおう
トランポリン、ドミノあそび
アイクリップで遊ぼう、
新聞紙あそび、七夕飾り作り
さつまいも堀り、お正月あそび

①

チョボラ、花・野菜いっぱい運
動
被災地応援グッズ作り
敬老の日のプレゼント作り
赤い羽根共同募金活動

小計

小計

①

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対

象
と
し
た
事
業

1

1

8755

5 554 87

・多くのボランティア活動を行ったが、その中で
も25年度も被災地応援を子ども達と一緒に
行った。暑中お見舞い、敬老の日のプレゼント
作りを始め、年始にはミニ門松などにメッセー
ジを添えて送った。被災地の方からは、「こど
もの日のプレゼント」を頂き、同封の手紙を子
ども達に読み聞かせた。子ども達も自分達が
作ったプレゼント、メッセージで被災地の方が
喜び、楽しみにしている事が励みとなっている
ようだ。

月3回程度
年3回
夏休み
10/19

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、それ
ぞれの地域で活動でき
るよう人材育成を進め
る。

78 90

4

月3回程度

7/1-5
11/9
1/4-7

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

・知育玩具あそびを楽しみに来館する児童がい
る。自らの創造性を形に表現することで職員や周
りの児童に褒められ、満足感を得て達成感を感
じていた。
・トランポリンは、高学年男子が興味を示し参加し
ていた。活発な動きをするため、ヒヤリとする場
面も見受けられたが充分に注意を促しなが楽し
むことができた。

78 904

5



具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

平成25年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分 H25

年度

平成24年度の実施状況

中高生の居場所づくり 乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 0

中高生 中高生 0

大人 大人 0

ボランティアの育成 乳幼児 39 乳幼児 0

小学生 164 小学生 23

中高生 27 中高生 71

大人 48 大人 0

次世代育成 乳幼児 54 乳幼児 0

小学生 160 小学生 6

中高生 54 中高生 2

大人 234 大人 0

乳幼児 93 乳幼児 0

小学生 324 小学生 29

中高生 81 中高生 73

大人 282 大人 0

相談 乳幼児 33 乳幼児 43

小学生 7 小学生 2

中高生 中高生 0

大人 34 大人 39

乳幼児 33 乳幼児 43

小学生 7 小学生 2

中高生 0 中高生 0

大人 34 大人 39

小計

小計

ボランティア体験

③

小学生と遊ぼう

①

①

②

1

1

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ

く
り
の
推
進

中
高
生
事
業

26 34

4
子育て相談

随時

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

4 26 34

・特別な日時を設けず、乳幼児クラブ、自由来
館時などで気軽に相談に応じられるよう心が
けた。相談の内容では、生活習慣、発達等が
比較的多かった。気になる事案については保
健センター、主任児童委員と連携をとり見守っ
た。

・特別な行事を設けず、自由来館者への関わ
りを充実させた。

32 21

20

・南姫中学校と連携をとり、長期休みに中学生
が児童センターのボランティアに大勢参加して
くれ、初めて訪れる生徒もあった。その後も時
折遊びに来ている。活動の様子を連携した中
学校の担当教師に報告したところ、子どもにも
伝わり今後の励みとなった。

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげていく
ため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

18 1
5/29 6/22

3/7

夏季休暇 145 4

・中学生が中心となり、小学生に卓球をしなが
ら指導を行う姿も見られた。

0
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具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

平成25年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分 H25

年度

平成24年度の実施状況

地域交流 乳幼児 322 乳幼児 163

小学生 977 小学生 658

中高生 109 中高生 45

大人 747 大人 450

児童館相互の交流 乳幼児 乳幼児 421

小学生 98 小学生 509

中高生 中高生 15

大人 1 大人 512

イクメン支援事業 乳幼児 19 乳幼児 0

小学生 5 小学生 0

中高生 中高生 0

大人 19 大人 0

乳幼児 341 乳幼児 584

小学生 1080 小学生 1167

中高生 109 中高生 60

大人 767 大人 962

自主　事業 乳幼児 242 乳幼児 97

小学生 361 小学生 157

中高生 15 中高生 13

大人 402 大人 207

乳幼児 242 乳幼児 97

小学生 361 小学生 157

中高生 15 中高生 13

大人 402 大人 207

 

小計

2

2

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し

て
く
だ
さ
い

）

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。

5 5

4 5

・普段見ることができないプロによる人形劇を
全館の利用者を対象に申込制で行った。幼児
から小学生低学年の親子が多く参加し、観賞
した。

人形劇
ふれあいセンター姫夏まつり
福祉体験

4 5
5/25

7/21-23
11/9

25 33

「年度評価欄」は、次の内容で記入。　１：取消等を検討、２：不備が目立つ、３：若干不備あり、４：良好、５：期待以上

小計

①

1 0
・父親だけに限らず、家族全員で楽しめるデイ
キャンプに移行したため、実施しなかった。

4 4

10 8

・校区内にある老人施設「花トピア姫」へ慰問
に子ども達と出かけた。施設側からの大変喜
ばれ、25年度は2回訪問できた。冬にはクリス
マス会を行い、ハンドベルの演奏に合わせて
クリスマスソングを一緒に歌った。

月2回程度
6/15
11/15
1/18

14 25

・社協の児童館、児童センターが体力増進を目的とし
て体力チャレンジ番付を行った。8月と12月には全館
のグランドチャンピョンを掲載するため、子ども達の意
欲も高まり、向上心を養うことができた。
・25年度、初めてデイキャンプを実施した。飯ごう炊飯
での火起こしは父親の活躍ぶりが子どもに発揮でき
た。アンケートの結果を見ても、「自然に触れる事がで
き、普段できない体験ができ良かった」とあった。

米づくり体験、30区夏まつり
花トピア敬老会
楽市楽座、スポーツミニフェスタ
どんど焼き

体力チャレンジ番付
ファミリーデイキャンプ
一輪車交流会
子どもスタッフまつり

年4回、7/28
9/14

11/10、11/3
1/12

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

②

③

①
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